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3 展 示

入館者数

●2015年度総観覧者数（共催展、巡回展含む）　　　897,352人
●入館者数（ 5年間。共催展、巡回展除く）

合計（人） 219,880 210,543 192,241 187,615 199,276
団体■ 67,856 56,480 47,978 37,684 46,176
個人■ 152,024 154,063 144,263 149,931 153,100

本館展示

●展示専門部会
　本館展示新構築にかかわる支援・連絡調整と本館展示の運営にかかわる連絡調整、ならびに特別展・企画展の企
画内容の点検支援・連絡調整をおこなう組織として、文化資源運営会議のもとに展示専門部会を置く。同部会は本
館展示新構築総括チームと特別展・企画展ワーキング・グループより構成する。なお、本館展示の運営・新構築に
かかわる案件の全体での検討の場として、随時、本館展示プロジェクトリーダーからなる拡大展示専門部会を開催
する。

●本館展示プロジェクトチーム

リーダー 構成メンバー （五十音順）

オセアニア展示 Peter J. 
Matthews 印東道子 菊澤律子 須藤健一 丹羽典生 林　勲男

アメリカ展示 伊藤敦規 岸上伸啓 齋藤　晃 齋藤玲子 鈴木七美 鈴木　紀
關　雄二 八木百合子＊

ヨーロッパ展示 宇田川妙子 新免光比呂 森　明子
アフリカ展示 三島禎子 飯田　卓 池谷和信 川瀬　慈 竹沢尚一郎 𠮷田憲司
西アジア展示 山中由里子 上羽陽子 菅瀬晶子 西尾哲夫
音楽展示 福岡正太 川瀬　慈 笹原亮二 寺田𠮷孝
言語展示 菊澤律子 西尾哲夫 吉岡　乾 相良啓子＊

南アジア展示 三尾　稔 上羽陽子 杉本良男 寺田𠮷孝 松尾瑞穂 南 真木人
吉岡　乾 竹村嘉晃＊ 豊山亜希＊

東南アジア展示 信田敏宏 樫永真佐夫 佐藤浩司 平井京之介 福岡正太
中央・北アジア展示 藤本透子 池谷和信 佐々木史郎 寺村裕史 小長谷有紀＊

東アジア展示（朝鮮半島の文化） 太田心平 朝倉敏夫 林　史樹＊

東アジア展示（中国地域の文化） 横山廣子 河合洋尚 韓　　敏 塚田誠之 野林厚志 小長谷有紀＊

陳　天璽＊

東アジア展示（アイヌの文化） 齋藤玲子 伊藤敦規 岸上伸啓 佐々木史郎 𠮷田憲司 北原次郎太＊

東アジア展示（日本の文化） 日髙真吾 池谷和信 笹原亮二 菅瀬晶子 出口正之 寺村裕史
野林厚志 廣瀬浩二郎 南 真木人

情報・インフォメーション 丸川雄三 飯田　卓 伊藤敦規 金田純平＊ 寺村裕史 野林厚志
廣瀬浩二郎 福岡正太

イントロダクション展示 日髙真吾 齋藤玲子 山中由里子 𠮷田憲司
＊併任教授、客員教員、特別客員教員、機関研究員等を示す
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●特別展・企画展・ワーキンググループ、本館展示新構築総括チーム等
　飯田 卓　上羽陽子　齋藤玲子　日髙真吾　南 真木人　山中由里子　𠮷田憲司

●本館展示の新構築（展示チームは一般公開日現在）
アフリカ展示
一般公開 2009年 3 月26日～
アフリカ展示チームリーダー 飯田 卓
アフリカ展示チームメンバー （館内）池谷和信　川瀬 慈　竹沢尚一郎　三島禎子　𠮷田憲司

　内容
　人類誕生の地とされるアフリカは、常に外部世界と結びつきながら変化を重ねてきた。私たちが、現在目にす
るアフリカ大陸の中の、文化や言語の多様性は、そうした変化の結果にほかならない。新たに構築したアフリカ
展示では、人びとの「歴史を掘り起こす」営みに目を向けるとともに、現在のアフリカに生きる人びとの生活の
ありさまを 4 つの「動詞」（憩う・働く・装う・祈る）のコーナーに分けて紹介する。

西アジア展示
一般公開 2009年 3 月26日～
西アジア展示チームリーダー 山中由里子
西アジア展示チームメンバー （館内）上羽陽子　菅瀬晶子　西尾哲夫

　内容
　中東ともよばれる西アジアの人びとは、自分たちが暮らす地域をマシュリク（日出ずる地）とよび、マグリブ

（日没する地）と呼ばれる北アフリカと深い関係を保ってきた。乾燥地帯が大部分を占め、遊牧を生業とする人び
とが移動する一方、バグダードやカイロなどでは古来より都市文化が栄えてきた。多くの住民はムスリムだが、
ユダヤ教やキリスト教発祥の地でもある。新たに構築した西アジア展示では、地域規模の変動の時代に移りゆく
人びとの暮らしを紹介する。

音楽展示
一般公開 2010年 3 月25日～
音楽展示チームリーダー 福岡正太
音楽展示チームメンバー （館内）川瀬 慈　笹原亮二　寺田𠮷孝

　内容
　私たち人類は、音や音楽によって意志や感情をつたえ、自分の位置を知り、訪れたことのない場所や過ぎ去っ
た時に思いを馳せ、心を奮い立たせたり慰めたりしてきた。また、神仏や精霊など見ることのできない存在と交
わってきた。この展示では、音や音楽と私たちの存在とのかかわりを、世界各地の「太鼓」、「ゴング」、「チャル
メラ」、「ギター」等の例を通して考える。

言語展示
一般公開 2010年 3 月25日～
音楽展示チームリーダー 庄司博史
音楽展示チームメンバー （館内）菊澤律子　西尾哲夫　八杉佳穂

　内容
　音声や身ぶりを媒体とすることばは、高度に発達した伝達手段で、感情から科学的な知識まで多くの情報を伝
えることができる。文化の多様性を反映すると同時に、人間のもつ認知能力や創造性などを生みだすことばは、
人類のもつかけがえのない資産である。言語展示では、「言葉を構成する要素」、「言語の多様性」、「世界の文字」
というテーマを中心に構成する。

オセアニア展示
一般公開 　　2011年 3 月17日～
オセアニア展示チームリーダー Peter J. Matthews
オセアニア展示チームメンバー （館内） 印東道子　菊澤律子　久保正敏　小林繁樹　須藤健一　丹羽典生　

林 勲男
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　内容
　海がほとんどの面積を占めているオセアニアには、大小数万をこえる島々が点在している。そこには、発達し
た航海術をもち、根栽農耕を営む人々が暮らしてきた。「移動と拡散」、「海での暮らし」、「島での暮らし」では、
資源の限られた島環境で、さまざまな工夫をして生活してきた様子を展示している。「外部世界との接触」「先住
民のアイデンティティ表現」では、外の世界と出会うなかで、人びとが伝統文化をどのように継承、発展させて
きたかを紹介する。

アメリカ展示
一般公開 2011年 3 月17日～
アメリカ展示チームリーダー 鈴木　紀
アメリカ展示チームメンバー （館内） 伊藤敦規　岸上伸啓　齋藤玲子　鈴木七美　齋藤 晃　関 雄二　

八杉佳穂
　内容

　広大なアメリカ大陸には、極地から熱帯雨林まで、さまざまな自然環境が見られる。人びとは、それぞれの環
境に応じた生活を営んできた。一方で、ヨーロッパ人による征服と植民の歴史を経験したこの地には、日常生活
の隅々まで、外来の文化が浸透していった。ここでは衣、食、宗教に焦点をあて、アメリカ大陸の多様性と歴史
の重なりを明らかにするとともに、土着の資源に現代的価値を見出そうとする芸術家や工芸家のすがたを紹介す
る。

ヨーロッパ展示
一般公開 2012年 3 月15日～
ヨーロッパ展示チームリーダー 宇田川妙子
ヨーロッパ展示チームメンバー （館内）庄司博史　新免光比呂　森 明子
内容
　ヨーロッパは、16世紀から20世紀にかけて、キリスト教や近代の諸制度をはじめ、さまざまな技術や知識を世
界各地に移植した。現代、この流れが逆転するなかで、世界中からの移民とともに、彼らの文化も社会の一部と
なりつつある。ここでは、時間の流れに注目しながら伝統的な生活様式と宗教、近代の産業化、さらに現代の新
しい動きが層をなしてヨーロッパをつくりあげていることを示している。

情報・インフォメーション
一般公開 2012年 3 月15日～
情報・インフォメーションチームリーダー 野林厚志
情報・インフォメーションチームメンバー （館内）飯田 卓　伊藤敦規　田村克己　廣瀬浩二郎　福岡正太

　内容
　展示資料の情報を検索して調べることのできる「リサーチデスク」、研究者が取り組んでいる調査を紹介する

「研究の現場から」、展示資料を見てさわって理解する「世界をさわる」の 3 つのコーナーを通して、みんぱくの
研究や展示をより詳しく知ることができる。展示場で見た資料についてもっと知りたい、みんぱくの研究者って
何を調査しているの、モノと身近に接してみたいという探究心を満たし、知識をさらに深める場としてご活用い
ただきたい。

東アジア展示（日本の文化） 
一般公開   「祭りと芸能」「日々のくらし」　2013年 3 月22日～
   「沖縄のくらし」「多みんぞくニホン」　2014年 3 月20日～
東アジア展示（日本の文化）チームリーダー 日髙真吾
東アジア展示（日本の文化）チームメンバー （館内）池谷和信　近藤雅樹　笹原亮二　庄司博史　菅瀬晶子
   　　　 野林厚志　出口正之

　内容
　北海道から沖縄県まで、南北に細長い日本列島は、多様な自然に恵まれています。こうした環境のなかで、隣
接する諸文化と影響しあいながら、さまざまな地域文化を展開してきた。また、近年では多くの外国人が私たち
の隣人として生活をともにしている。ここでは、「祭りと芸能」、「日々のくらし」、「沖縄のくらし」、「多みんぞく
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ニホン」という 4 つの角度から、日本文化の様相を展示している。

東アジア展示（朝鮮半島の文化） 
一般公開    2014年 3 月20日～
東アジア展示（朝鮮半島の文化）チームリーダー 朝倉敏夫
東アジア展示（朝鮮半島の文化）チームメンバー （館内）太田心平

　内容
　朝鮮半島の人びとは、外部の民族から影響を受けつつも、独自の文化を育んできた。有史以前は東シベリアの
諸民族から、その後は中国から取り入れた文化要素を、独自のものに再編し、世界に例を見ないほど高度に統合
された文化を獲得してきた。近代には日本に植民地支配され、独立後にはふたつの分断国家として急速な近代化
を進めた。そして現代には、積極的に世界に進出する韓国人や、コリア系の海外生活者の姿も見られる。こうし
た文化の歴史的な重なりや躍動性を、精神世界、衣食住、あそびと知をテーマに紹介する。

東アジア展示（中国地域の文化） 
一般公開    2014年 3 月20日～
東アジア展示（中国地域の文化）チームリーダー 塚田誠之
東アジア展示（中国地域の文化）チームメンバー （館内）韓　　敏　小長谷有紀＊　田村克己　野林厚志
    　　　 横山廣子

　内容
　中国地域では、広大な面積と高低差のある地形がうみだす多様な自然環境のもと、さまざまな民族文化が育ま
れてきた。漢族が人口の90％以上を占め、平野部を中心に全国に居住している。大陸の55の少数民族は、おもに
西南、西北、東北地方の高地や草原に居住しており、台湾には漢族のほか先住のオーストロネシア系民族が居住
している。また、世界各地に、中国を故郷とする華僑・華人がくらしている。多様な生活環境から生みだされた
さまざまな民族の文化を、歴史や地域性をふまえ、生業、装い、楽器、住居、工芸、宗教と文字、漢族の婚礼や
祖先祭祀、台湾の原住民族、華僑・華人をテーマに紹介する。

南アジア展示
一般公開  2015年 3 月19日～
南アジア展示チームリーダー  三尾　稔
南アジア展示チームメンバー  （館内）上羽陽子　杉本良男　寺田𠮷孝　松尾瑞穂　南 真木人　吉岡　乾
 　　　　　 竹村嘉晃＊　豊山亜希＊

　内容
　南アジア地域は、北部の山岳地帯から西はアラビア海沿岸、東はベンガル湾沿岸にいたるさまざまな自然環境
のもと、多様な宗教や文化、生活様式をもつ人びとが共存しあう知恵を育んできた。経済発展が著しい現代にお
いても、その知恵は保たれている。この展示では、宗教文化や生業・工芸の多様性、都市を中心とした活気あふ
れる大衆文化、またグローバル化のなかで花ひらく染織文化のすがたを紹介する。

東南アジア展示
一般公開  2015年 3 月19日～
東南アジア展示チームリーダー 信田敏宏
東南アジア展示チームメンバー （館内）樫永真佐夫　佐藤浩司　平井京之介　福岡正太　吉田ゆか子＊

　内容
　森と海に囲まれた東南アジア。熱帯・亜熱帯の気候にくらす人びとは、早朝の涼しい時間から働きはじめ、40
度近くに達する日中は屋内でなどをして暑さをしのぐ。夕方、スコールが通り過ぎた後は、少し暑さが和らぎ、
人びとは買い物や農作業に出かける。日が落ちて涼しくなると、友人や家族と屋台に出かけたり、演劇を見たり
して余暇を楽しむ。本展示場では、「東南アジアの 1 日」をテーマに、その多彩な民族文化を紹介する。

中央・北アジア展示
一般公開 2016年 6 月16日～
中央・北アジア展示チームリーダー 藤本透子
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中央・北アジア展示チームメンバー （館内）池谷和信　佐々木史郎　寺村裕史　小長谷有紀＊

　内容
　中央・北アジアは、ユーラシア大陸の北東部を占める広大な地域である。古くから東西南北をむすぶ交渉路と
しての役割を担い、多様な民族が行き交っていた。20世紀に社会主義を経験した後、市場経済に移行し、グロー
バル化の波にさらされながら伝統を再評価する動きがみられる。「自然との共生」、「社会主義の時代」というふた
つの共通テーマをふまえて、「中央アジア」、「モンゴル」、「シベリア・極北」の 3 つの地域に生きる人びとの今を
紹介する。

アイヌの文化展示
一般公開 2016年 6 月16日～
アイヌの文化展示チームリーダー 齋藤玲子
アイヌの文化展示チームメンバー （館内）伊藤敦規　岸上伸啓　佐々木史郎　𠮷田憲司　北原次郎太＊

　内容
　アイヌは、北海道を中心に日本列島北部とその周辺にくらし、寒冷な自然環境のもとで独自の文化をはぐくん
できた先住民族である。江戸時代に幕府による支配が始まり、明治時代に同化がすすめられると、アイヌは差別
を受け生活に困るようになった。しかし近年、日本政府はその歴史的事実を認め、アイヌ民族を尊重した政策に
取り組みはじめた。ここでは、伝統を継承しつつ、あらたな文化を創造する人びとの姿を紹介する。

＊併任教授、客員教員、特別客員教員、機関研究員等を示す。

特別展示・企画展示など

●特別展
日韓国交正常化50周年記念　特別展「韓日食博―わかちあい・おもてなしのかたち」（国際連携展示）
会　期 2015年 8 月27日～11月10日
会　場 特別展示館
主　催 国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館
共　催 大阪工業大学、京都造形芸術大学、韓国藝術総合大学
協　力 大阪韓国文化院、一般財団法人千里文化財団
助　成 韓国国際交流財団、日本万国博覧会記念基金（公益財団法人関西・大阪21世紀協会）、公益財団法人

日韓文化交流基金
入場者 29,834人
実行委員長 朝倉敏夫
実行委員 （館内）丸川雄三、金昌鎬（外国人研究員）、林　史樹（特別客員教員）
 （館外） 守屋亜記子（女子栄養大学）、李　エリア（早稲田大学）、奇　亮（韓国国立民俗博物館）、

金　永才（韓国国立民俗博物館）、安　廷允（韓国国立民俗博物館）

韓国展 韓日国交正常化50周年記念 共同展「飯膳の交わり」
会　期 2015年12月 9 日～2016年 3 月 6 日
会　場 韓国国立民俗博物館
主　催 韓国国立民俗博物館、国立民族学博物館

　内容
　日韓国交正常化50周年を記念して、「韓国と日本の食文化と博物館」をテーマとした特別展を韓国国立民俗博物
館と共同で開催した。韓国の「キムジャン（キムチ作りの文化）」と、日本の「和食」がユネスコの無形文化遺産
に登録され、両国において「食」に関する文化的な関心も高まっているなか、両国の50年間の「食」の変化と、

「食」の背景にある文化の共通性と差異を探ることとし、モノだけでなく、最先端の情報技術、「食」のワークシ
ョップをとおして、観覧者が体感できる「食」の展示をおこなった。

●企画展示
企画展「岩に刻まれた古代美術―アムール河の少数民族の聖地シカチ・アリャン」
会　期 2015年 5 月21日～ 7 月21日
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会　場 企画展示場
主　催 国立民族学博物館
共　催 新潟県立歴史博物館　横浜ユーラシア文化館
協　力 NPOユーラシアンクラブ、北方ユーラシア学会、NPOアンコール・ワット拓本保存会、ロシア連

邦ハバロフスク地方シカチ・アリャン村、NPOメデ・センター、ロシア北方先住民族協会ハバロフ
スク地方支部

後　援 在大阪ロシア連邦総領事館、在新潟ロシア連邦総領事館
実行委員長 佐々木史郎
実行委員 （館外） 浜田晋介（日本大学）、宮尾　亨（新潟県立歴史博物館）、畠山　禎（横浜ユーラシア文化

館）、井出晃憲（京都大学）
　内容

　本企画展では、ロシア連邦ハバロフスク地方にくらす先住民族ナナイの村落であるシカチ・アリャン村に現存
する岩面画について拓本と写真を使って、地元の少数民族ナナイの人びとが岩面画と自分たちの文化とをどのよ
うに結びつけてきたのかを、村の伝承と民族資料から紹介した。また、以下のとおり、新潟県立歴史博物館、横
浜ユーラシア文化館において巡回展をおこなった。

巡回展「岩に刻まれた古代美術―アムール河の少数民族の聖地シカチ・アリャン」
主　催 国立民族学博物館、新潟県立歴史博物館、横浜ユーラシア文化館
会　期 2015年 9 月19日～10月25日　新潟県立歴史博物館　企画展示室
 2015年10月31日～2016年 1 月11日　横浜ユーラシア文化館　 3 階企画展示室ほか

●巡回展示
巡回展「イメージの力―国立民族学博物館コレクションにさぐる」
会　期 2015年 6 月27日～ 8 月23日
会　場 郡山市立美術館　企画展示室
担当者 𠮷田憲司

　内容
　2014年 2 月～ 6 月に国立新美術館にて、また、同年 9 月～12月に本館特別展として開催した「イメージの力―
国立民族学博物館コレクションにさぐる」展が、福島県の郡山市立美術館へ巡回した。世界各地の神像や仮面を
はじめ、民族衣装、墓標、玩具など約360点の資料が選出され、それらを地域や時代などに分類するのではなく、
人びとが作り出したイメージに備わる造形性や効果、機能に着目して展示した。

巡回展「夷酋列像―蝦夷地イメージをめぐる人・物・世界」（人間文化研究機構連携展示）
会　期 2015年 9 月 5 日～11月 8 日
会　場 北海道博物館　特別展示室
会　期 2015年12月15日～2016年 2 月 7 日
会　場 国立歴史民俗博物館　総合展示第 3 展示室副室・第 4 展示室副室
担当者 日髙真吾

　内容
　極彩色の衣装に身を包み立ち並ぶ、12人のアイヌの有力者たち。松前藩家老を務めた画人、蠣崎波響が寛政 2
年（1790年）に描いた「夷酋列像」は、時の天皇や、諸藩の大名たちの賞賛を受け、多くの模写を生んだ。蠣崎
波響筆のブザンソン美術考古博物館所蔵本と国内各地の諸本が、はじめて一堂に会した。絵をめぐって接する人、
交叉する物、そして日本の内に胎動し始めた外の「世界」。18世紀から現在に続く、蝦夷地＝北海道イメージを見
渡した。なお、本展は、2016年 2 月25日～ 5 月10日に本館で特別展として開催される。

巡回展「武器をアートに―モザンビークにおける平和構築」（人間文化研究機構連携展示）
会　期 2015年10月17日～11月23日
会　場 東京藝術大学大学美術館 本館展示室 3
担当者 𠮷田憲司
主　催 国立民族学博物館、東京藝術大学
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　内容
　モザンビークでは、1975年の独立以来1992年まで続いた内戦のために外国から大量の武器が供給され、戦争終
結後も住民のもとに残された。1995年、この武器を農具や自転車と交換し、武装解除を進める「銃を鍬に」とい
うプロジェクトが開始される。人々の手元にあった武器は、鍬や犂、自転車、ミシンなどの生活用具と交換され
て平和な生活の助けとなり、一方回収された武器は細断され、アーティストの手によって作品に生まれ変わるこ
とになった。今、破壊の道具はモザンビークの人々のメッセージを伝える作品となって、モザンビーク国内のみ
ならず、大英博物館をはじめとする多くの海外の美術館・博物館に収蔵され、平和への切なる願いを発信してい
る。本展では、国立民族学博物館が収集した作品と、「銃を鍬に」のプロジェクトを支援してきたNPO法人えひ
めグローバルネットワークが所蔵する作品を展示し、アートに結実した平和構築の営みを紹介した。　なお、本展
は、2013年に本館で開催された企画展を展開したものであった。

展示関連出版物およびプログラム

●本館展示
「国立民族学博物館展示ガイド」（第 3版）

発行日 2015年 6 月25日

●特別展
「韓国食文化読本」

発行日 2015年 8 月26日
著　者 朝倉敏夫、林　史樹、守屋亜記子
発　行 国立民族学博物館

「夷酋列像―蝦夷地イメージをめぐる人・物・世界」図録
発行日 2015年 9 月 5 日
編　集 北海道博物館
発　行 「夷酋列像」展実行委員会、北海道新聞社

●企画展
「岩に刻まれた古代美術―アムール河の少数民族の聖地シカチ・アリャン」展解説図録

発行日 2015年 5 月 5 日
企画編集 NPOユーラシアンクラブ会長（愛川サライ代表）大野　遼
発　行 NPOユーラシアンクラブ

●ビデオテーク
「江原道のソバ料理」（番組番号2813）製作：国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館

江原道の人びとの、ソバと関連した人生にまつわる話が展開する。

「自動車告祀：交通安全を願う韓国人」（番組番号2814）製作：国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館
交通安全を願う人びとの考えと、自動車告祀（安全祈願儀式）を準備する過程をみる。

「2014　韓国の初誕生祝い」（番組番号2815）製作：国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館
最新の韓国のトル（初誕生祝い）文化。その形式は産業化しているが、子どもの健康と幸福を願う父母の心は
時代を超えて続いている。

“한국의 신풍속 , 산후조리원（韓国の「もう一つの」産後習俗の空間―産後調理院）”（番組番号8040）製作：
国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館

본 영상은 한국의 신풍속 , 산후조리원을 한 산모의 시각을 중심으로 담아 내었다 . 또한 현대 한국의 산후조

리 문화에 대한 정보를 얻을 수 있을 것이다 .
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“한복 , 현재를 입다（韓服、今を着る）”（番組番号8041）製作：国立民族学博物館、韓国国立民俗博物館
본 영상은 한국의 전통 복식인 ‘ 한복 ’ 이 현재 우리사회에 어떠한 모습으로 나타나고 있는가를 산후조리 문
화에 대한 정보를 얻을 수 있을 것이다 .

“상을 시작하는 새로운 공간 , 장례식장（喪を始める新しい空間、葬礼式場）”（番組番号8042）製作：国立民族
学博物館、韓国国立民俗博物館

본 영상은 전문 장례식장에서 3일간 치러지는 한국의 현대 장례문화를 소개하기 위해서 제작되었다 .

「フィリピン北部バルバラサン村の音楽とくらし」（番組番号1740）制作監修：米野みちよ、寺田𠮷孝
フィリピン・ルソン島の山間部にあるバルバラサン村。村の生活に耳を傾けると、いろいろな音が聞こえてき
ます。

“Music in the Life of a Balbalasang Village, Northern Philippines” （番組番号3740）制作監修：米野みちよ、寺
田𠮷孝

The film portrays the sound environment and music-making in a small Philippine village where gongs and 
bamboo instruments are particularly featured.

“Musika iti Biag ti Baryo Balbalasang: iti Amianan ti Pilipinas” （番組番号8034）制作監修：米野みちよ、寺田
𠮷孝

The film portrays the sound environment and music-making in a small Philippine village where gongs and 
bamboo instruments are particularly featured.

“Lifestyle and Views of a Landlord in a West Indian Village” ［Hindi version］（番組番号8035）制作監修：三
尾 稔

A Rajput landlord of Rajasthan shows his lifestyle in the manor house and talks about his ancestors and 
his views on contemporary village life.

“Mother Goddess Festival in a Rajasthan Village, India” ［Hindi version］（番組番号8036）制作監修：三尾 稔
The festival is held just after the rainy season every year. Villagers sacrifice goats to Mother goddess 
and pray for good harvest and sound health.

“Sagas Bavji : Warrior Spirits of Rajasthan, India” ［Hindi version］（番組番号8037）制作監修：三尾 稔
Rajput warriors’ spirits possess mediums and grant people’s wishes in Mewar, Rajasthan. Researchers 
made an interview with such a spirit.

“A Marriage in Udaipur” ［Hindi version］（番組番号8038）制作監修：三尾 稔
The process of a marriage ceremony of urban middle class Hindu in Rajasthan, India. Short interviews 
with the couple and their family are included.

“Holi Festival in Udaipur” ［Hindi version］（番組番号8039）制作監修：三尾 稔
Holi is a major Hindu spring festival in northern India. After burning a big fire, people enjoy 
merrymaking with no distinction of caste, gender and age.

「ネパールの伝統音楽パンチャイ・バージャ」（番組番号1744）制作監修：南 真木人、寺田𠮷孝
婚礼において仕立師・楽師カーストの人々によって演奏される、吉祥の音楽です。衰退しつつありますが、伝
統文化として見直され始めています。

「周城村の本主節：雲南省ペー族の祭り」（番組番号1741）制作監修：横山廣子
ぺー族の地域の守護神は「本主」と総称される。この村の本主は大蛇退治の英雄で、毎年、旧暦の 1 月に本主
の祭りがおこなわれる。
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「雲南省ペー族の上棟式の今」（番組番号1742）制作監修：横山廣子
日本との類似点もあるペー族の伝統的な上棟式。家屋の素材や構造の変化による儀式の改変を経ながら、今日
まで継承されている。

「安龍謝土：雲南省ペー族の家屋完成後の儀礼」（番組番号1743）制作監修：横山廣子
「安龍謝土」は家屋の完成後、土の神をなだめ、家内安全を祈るためにおこなわれる。ぺー族が伝承する中国の
道教由来の儀礼。

●研究用映像資料
“Transformation of the Mother Goddess Festival in the Mewar Region, Rajasthan, India” ［Hindi version］ 

（番組番号7237）制作監修：三尾 稔
The festival has changed against the background of economic growth of India, resulting in clear contrast 
in its mode of celebration between towns and villages.

“A Hindu Marriage in Rajasthan” ［Hindi version］（番組番号7238）制作監修：三尾 稔
Documentary film of a marriage of a Hindu couple in contemporary India where the traditional values are 
contending with the modern ways of life.

「ネパールの婚礼」（番組番号7229）制作監修：南 真木人、寺田𠮷孝
富裕なヒンドゥー教徒（司祭カースト）の結婚式。吉祥の音楽が奏でられるなか、さまざまな儀式やゲームが
執り行われます。

●マルチメディア番組
「手話の世界へようこそ！！」（番組番号6054）制作監修：菊澤律子、相良啓子、池田ますみ、庄司博史、吉岡 乾

世界ではいろいろな手話が使われており、方言もある。基本単語やお話を通して世界の手話や日本各地の手話
を見てみよう。

「アリラン峠を越えていく：在日コリアン音楽の今」（番組番号6056）制作監修：寺田𠮷孝、高 正子
在日コリアンが演奏する音楽は、彼らの歴史と生活を反映しています。2014年の民博研究公演に出演した 3 グ
ループの演奏記録。

「ラージャスターン州メーワール地方のくらしと信仰」（番組番号6048）制作監修：三尾 稔
急速な経済発展の影響で変わりつつある現代インド西部の町や村の暮らし。祭礼や婚礼の様子を中心に紹介す
る。

「雲南省ペー族の暮らしと文化」（番組番号6047）制作監修：横山廣子
雲南省のぺー族に関して、地域の歴史と周辺民族、生活と農作業、人生儀礼、年中行事、手工芸や音楽を紹介
する総合的映像民族誌。



展　

示

展示関連出版物およびプログラム

305

●「みんぱく電子ガイド」プログラム数（2016年 3 月31日現在）

展示プロジェクト地域
プログラム数

日本語版 中国語版 英語版 韓国語版
オセアニア 23 23 23 23
アメリカ 27 27 27 27
ヨーロッパ 12 12 12 12
アフリカ 17 17 17 17
西アジア 16 16 16 16
南アジア 40 40 40 40
東南アジア 32 32 32 32
中央・北アジア 23 23 23 23
東アジア
　朝鮮半島の文化 47 47 47 47
　中国地域の文化 39 39 39 39
　アイヌの文化 8 8 8 8
　日本の文化 35 35 35 35
音楽 0 0 0 0
言語 0 0 0 0
総　　　　計 各 319


